
引
用
の
仕
方

　
説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
く
た
め
に
、
他
の
人
の
文
章
の
一
部
な
ど
を
、
自
分
の
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
を
「
引
用
」
と

い
う
。
引
用
す
る
と
き
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
よ
う
。

　
・
正
確
に
引
用
す
る
。

　
・
出
典
を
明
示
す
る
。（
著
作
者
名
、
書
名
、
出
版
社
名
、
発
行
年
な
ど
を
示
す
。）

■
引
用
文
が
短
い
場
合
（
引
用
部
分
を
「
　
」
で
示
す
例
。）　

■
引
用
文
が
長
い
場
合
（
引
用
部
分
の
前
後
を
一
行
ず
つ
あ
け
、
引
用
文
を
二
字
下
げ
て
示
す
例
。）

文
章
の
引
用
の
仕
方

清せ
い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

は
『
枕

ま
く
ら
の

草そ
う

子し

』
の
中
で
、「
に
く
き
も
の
。
急

ぐ
こ
と
あ
る
折
に
来
て
、
長な

が

言ご
と

す
る
客ま

ら
う
ど人

。」（
清
少
納
言
『
枕

草
子
』
○
○
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
と
書
い
て
い
る
。
忙い

そ
が

し

い
時
に
や
っ
て
来
て
、
長
々
と
話
す
客
人
は
、
い
つ
の
時
代

で
も
困
り
者
な
の
で
あ
る
。

　
清
少
納
言
は
、
随ず

い

筆ひ
つ

『
枕
草
子
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

　
　
　
う
れ
し
き
も
の
。
ま
だ
見
ぬ
物
語
の
一
を
見
て
、
い

み
じ
う
ゆ
か
し
と
の
み
思
ふ
が
、
残
り
見
い
で
た
る
。

（
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
○
○
出
版
、
二
〇
二
一
年
）

　
続
き
を
読
み
た
い
、と
心
待
ち
に
し
て
い
た
本
が
手
に
入
っ

た
。
こ
の
時
の
う
れ
し
さ
は
、
現
代
の
私
た
ち
に
も
共
感
で

き
る
。
古
典
に
は
、
古
い
時
代
の
あ
り
様
が
さ
ま
ざ
ま
に
描え

が

か
れ
て
い
る
。
時
代
や
文
化
が
違ち

が

っ
て
い
て
も
、
そ
こ
か
ら

学
べ
る
こ
と
は
多
い
。


